
第２５回 御幸公園梅香事業推進会議 

 

次 第 

 

日時 令和３年１１月１８日（木）  

１４時００分から       

会場 幸区役所４階第１会議室    

 

１ 開会 

  

２ 議題 

 

（１）うめかおる写真展及び川柳コンクールについて …………… 資料１ 

（２）令和３年度観梅会の実施について …………………………… 資料２ 

（３）令和３年度観梅会チラシデザインの作品選考について……… 資料３ 

（４）御幸公園施設整備について …………………………………… 資料４ 

（５）接ぎ木に挑戦 …………………………………………………… 資料５ 

（６）うめかおる寄附・募金について ……………………………… 資料６ 

（７）歴史・文化の伝承に関する取組について  …………………… 資料７ 

 

３ 閉会 

 

 

参考資料：第２４回御幸公園梅香事業推進会議（書面会議）の開催に係る意見書（回答） 



うめかおる写真展及び川柳コンクールについて 
幸区役所地域振興課 

 
１ 事業計画    
 （１）令和４年度うめかおる写真展               【実施計画１－（２）関係】 
   ア 作品募集期間      令和４年１月１１日（火）～２月２８日（月） 
   イ 写真展開催期間 

幸区役所       令和４年４月１日（金）～４月１５日（金）（予定） 
日吉出張所      令和４年５月９日（月）～５月２０日（金）（予定） 

   ウ 区長賞等の授与     令和４年３月下旬（予定）   
     （幸区長賞、幸観光協会会長賞、幸区文化協会会長賞など）     
   エ 上記受賞作品の活用 
     ・「２０２２年さいわいガイドマップ」に掲載等      
      
 （２）川柳コンクール                  【実施計画６－（１）、（２）関係】 
   目的：御幸公園の梅林を後世に伝えていくためには、様々な機会をとおして次世代を担う子ど

もたちの記憶に残る取組が必要であることから、学校教育と連携して、子どもたちに地

域と梅のことを知ってもらう機会として川柳コンクールを実施する。 
概要：区制５０周年を迎える令和４年度以降の本格実施に向けて、校章に梅の花のデザインが

用いられている、区内５つの市立小学校の３年生を対象に試行実施する。 

ア 対  象 南河原小・御幸小・西御幸小・戸手小・古川小の３年生（自由参加） 

イ 募集期間 令和３年１２月１日（水）～令和４年１月１４日（金） 

ウ テ ー マ 幸区と梅 

エ 応募点数 １人１句 

オ 発  表 幸区役所展示コーナーにて展示 

カ 記 念 品 応募者全員に記念品を贈呈 

 
２ 今年度のスケジュール予定 
  R3                           R4 
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展示コーナーにて展示 

募集・選考 Ｒ３年度 

写真展 

受賞作品の活用（２０２１ガイドマップ表紙掲載・ポスター） 

募集要項の決定等 

募集（試行実施） 内容の検討 発

表 

表

彰 
R４年度 

写真展 

受賞作品の活用 
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－ 1 － 

幸区役所道路公園センター、企画課 
 

令和３年度 御幸公園観梅会の企画内容について（案） 
 
１ 今年度の観梅会のポイント 

 
①新型コロナウイルス感染症対策の実施 
②区制 50 周年（令和４年度）、市制 100 周年（令和６年度）を見据えた展開 
③市民協働による公園管理に向けた取組の推進 

 →この３点を踏まえて、観梅会を実施する。 
 

２ イベント（案） 

 
 
※新型コロナウイルスの状況により、今後内容等が変更となる場合あり。 
※新型コロナウイルス感染症対策の取組 
 ・植樹式、梅鑑賞会等の参加者の名前、連絡先等の把握 
 ・受付時の検温実施、手指消毒（アルコール消毒の設置） 
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－ 2 － 

３ 日時 

昨年度の開花時期等を踏まえ、以下のとおり提案する。 

 
 期間イベントを【2 月 19 日（土）～2 月 27 日（日）】9 日間 

1 日イベントを【2 月 23 日（水・祝）】又は【2 月 27 日（日）】 
 
４ 周知・広報チラシデザインの作品選考について 

令和３年度の観梅会チラシデザインについては、例年と同様に、以下のとおり選考を行います。 
 
○事前に川崎総合科学高等学校デザイン科から６作品を受領（別添参照） 
⇒ 委員による投票にて採用作品を決定 
 
○作品選考の手順について 
【推進会議前】 
事務局より６作品を委員宛て、事前に送付済 
【推進会議当日】 
（1）各委員が作品番号①～⑥のうち、適当と思われる作品１点を選び、投票 
（無記名投票） 
   ※会議を欠席された委員については、事前に投票する作品番号を確認済 
（2）過半数を得票した作品があった場合は採用作品として決定。なお、過半数を得た作品が

ない場合は、出席委員により、上位２作品の決選投票を行い、得票が多い１作品を採用作品

に決定 
 
○その他 
・採用作品制作者には観梅会の中で感謝状・記念品を贈呈する予定 
・採用作品を用いて観梅会のチラシ等を今後、制作（文字情報等は適宜加筆修正） 
・令和４年１月下旬～２月上旬頃に近隣小中高校・町内会等にチラシを配布する予定 



①



②



③



④



⑤



⑥



令和3年度の御幸公園施設整備について 幸区役所道路公園センター 整備課

Aコース（435m）・・・野球場一周コース
Bコース（558m）・・・梅林散策コース
（A・Bコースの合計は993m）
★・・・サイン設置箇所
●・・・ウォーキングコース案内板設置箇所

・・・R3年度ウメ新植箇所（10本）

①

平成30年度に策定した「御幸公園梅林の将来像」に基づいたウメの新植並びに健康増進関連施設の整備の一環として、
御幸公園を一周するコースサイン及び案内板を設置します。

サイン表示内容
①スタート・ゴール地点
②A・Bコース 100m地点
③A・Bコース 200m地点
④A・Bコース 分岐地点
⑤Aコース 300m地点
⑥Bコース 300m地点
⑦Bコース 400m地点
⑧Bコース 500m地点
⑨Aコース 400m地点②

③
④

⑤

⑥

⑦

⑧⑨

案内図

施設イメージ図

・サイン ・ウォーキングコース案内板

ウメ新植品種（10本）
・大盃（2本）
・鹿児島紅（2本）
・緋の司（6本）

Aコース
○○m
地点

Bコース
○○m
地点
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１　令和３年度（R3.11.10現在）

寄附者

個人 3 件 70,000 円 0 件

企業等 1 件 50,000 円 1 件

- - 2,650 円 -

- 4 件 122,650 円 1 件

２　累計額（参考）

年度 種別 寄附者

個人 23 件 1,108,000 円 13 件

企業等 9 件 850,000 円 9 件

募金 - - 7,828 円 -

小計 - 32 件 1,965,828 円 22 件

個人 12 件 730,000 円 7 件

企業等 5 件 300,000 円 5 件

募金 - - 20,536 円 -

小計 - 17 件 1,050,536 円 12 件

個人 12 件 423,001 円 5 件

企業等 3 件 168,000 円 3 件

募金 - - 30,564 円 -

小計 - 15 件 621,565 円 8 件

個人 16 件 1,010,005 円 12 件

企業等 0 件 0 円 0 件

募金 - - 7,233 円 -

小計 - 16 件 1,017,238 円 12 件

個人 3 件 70,000 円 0 件

企業等 1 件 50,000 円 1 件

募金 - - 2,650 円 -

小計 - 4 件 122,650 円 1 件

- 84 件 4,777,817 円 55 件

寄附

Ｒ0２

寄附

件数

Ｒ01

寄附

計

うめかおる寄附・募金の受付状況等について（報告）

種別

寄附

募金

計

寄附

Ｈ29

金額 プレート申込

件数 金額 プレート申込

Ｒ03

資料６

令和3年11月18日
御幸公園梅香事業庁内連絡会議

Ｈ30

寄附



歴史・文化の伝承に関する取組について（案） 

～歴史的に活躍した人物の紹介「成島柳北」～ 

 

１ 歴史・文化の伝承に関する取組の経緯 

  平成２８年度から実施してきた「歴史講演会」については、江戸時代から順に各

時代の御幸地区の歴史をテーマとして５回計画で実施してきたが、令和元年度に取

り上げた近現代を最後に終了とした。 
各時代にスポットを当てたこれまでの「歴史講演会」に代わる新たな取組として、

御幸公園の歴史に深く関わる人物として講演会でも取り上げられ、観梅の場所とし

て小向を有名にした「成島柳北」氏の功績を称え、同氏を顕彰する取組について、

検討を行う。 

 
２ 「成島柳北」顕彰事業（案） 

 （１）歴史講演会の開催 
    同氏をテーマとした講演会を、複数年計画で連続開催し、周知を図る。 
（２）見学ツアーの開催 
   同氏にゆかりのある場所を見学し、知識や理解を深める。 
   【見学場所候補】 
    ・江戸東京博物館 
    ・綱島「飯田家」 
    ・長命寺（東京都墨田区） 
（３）図書館関連本コーナーの設置 

    観梅会の時期などに合わせて、同氏の関連本コーナーを図書館内に設置する。 
 （４）多くの人に知ってもらう取組の展開 
    同氏の偉大な功績を後世にも長く伝えるため、節目の年（市制１００周年な

ど）に合わせ、記念碑の設置などに向けての検討を進める。 
 
 
 
 

≪成島柳北氏経歴≫ 
 天保８年（１８３７）浅草にて誕生。二十歳で将軍侍講（儒学を教育する役目）に就任。

慶応４年（１８６８）、外国奉行、ついで会計副総裁に就任するが、江戸開城の前日、すべ

ての職を辞して隠棲。以後、官途には就かず、「朝野新聞」社長、また「花月新誌」を創刊

し文筆家として活躍。明治１７年（１８８４）１１月３０日没。 

資料７ 



３ 成島柳北氏ゆかりの見学場所候補について 

（１）江戸東京博物館（東京都墨田区横網 1-4-1）※令和 3 年 10 月 28 日(木)視察 
常設展示室の東京ゾーン入口には、成島柳北氏が社長を務めた朝野新聞社の

ファサードが文明開化の象徴として原寸大で復元されている。新聞・雑誌誕生

の歴史に関わったジャーナリストとしての柳北氏について、造詣を深めること

ができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柳北氏は新聞・雑誌の誕生の歴史を彩るジャーナリストの中でも、中心的な

人物として紹介されている。 
 
 
 
 
 
 
 

 
柳北氏らの「朝野新聞」は、民権派新聞として政府を辛辣に批評し人気を博

した。柳北氏の「雑録」は時事を風刺する軽妙洒脱な文章が評判となり、氏が

旧幕臣からジャーナリストへと２つの世界を生きながらも遊びの精神を持ち

合わせた人物であったことが伺える。柳北氏主催の詩文会の記事を掲載するな

ど、現在の文化欄に相当する欄を最初に設けた新聞でもあった。 
柳北氏らは紙上に掲載した政府批判によって処罰を受けることもあったが、

言論の弾圧と戦うその姿勢がかえって当時の人々の心を掴んだといわれる。 

【新聞社の原寸大ファサード】 

  

  

【博物館内の展示】 

 

成島柳北氏 



明治期の銀座煉瓦街を再現したミニチュアの中にも朝野新聞社がみられる。

新聞社に関連する出来事が再現され、紹介されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）長命寺（東京都墨田区向島 5-4-4）  ※令和 3 年 10 月 28 日(木)視察 

長命寺の成島柳北碑。柳北氏 1 周忌となる明治 18 年（1885 年）に長命寺に

建てられた。 
顔の部分の鼻先が欠けてしまっているものの、大震災や空襲を潜り抜け完成

から 1 世紀を経た今でも碑は現存している。鼻が欠けてしまった原因は定かで

はないが、明治 39 年（1906 年）の『東京遊行記』にはすでに柳北碑の鼻が欠

けている旨の記載が残されており、早くに欠け落ちてしまったものと考えられ

ている。 
綱島「飯田家」にある柳北碑も手法と構図が同じものであり、この石碑に倣

ったものと考えられている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 

【ミニチュアの朝野新聞社】 

 

【長命寺】 

  
【柳北碑】 

   

朝野新聞社 
投石事件 



案内板によると、石碑は柳北氏が日本の生命保険の基礎をつくりあげたこと

など、実業家としての功績を称えたものである。 
その他、桜の名所である隅田川のほとりに位置する長命寺は関東風桜餅のは

じまりの地としても知られているが、柳北氏はこの隅田川沿いの桜の植樹にも 
尽力した人物である。 

柳北氏の多方面に渡る功績と多様な一面を伺うことができる。 
 
 （３）綱島「飯田家」（横浜市港北区綱島 17-5） ※令和 3 年 12 月 7 日視察予定 
    小向梅林の園内に設置され、梅林閉園の際にされた成島柳北碑を見学する予

定。（解説者：大正大学 松本洋幸 准教授） 
 
 （４）その他、ゆかりの場所 
    ・成島柳北旧居跡（パネル表示のみ） 

 東京都墨田区向島 5-40-14 
    ・雑司ヶ谷霊園（成島柳北墓がある） 
     東京都豊島区南池袋 4 
    ・墨堤植桜之碑 
     東京都墨田区向島 5－4 区立隅田公園内 
 
 

（生涯学習支援課） 



第２４回御幸公園梅香事業推進会議（書面会議）の開催に係る意見書（回答） 

 
 意見書提出期間 令和３年９月２８日から１０月８日まで  
 回答方法 書面による回答  回答者 ５名（委員１３名）  
 
 議題  

（１）令和２年度の事業実施報告について  
（２）令和３年度の事業計画について  

 
 いただいた回答について  
  ※「特になし」及び「賛同」等については記載省略  
 
 議題（１）について御意見、御質問等を御記入ください。  
 

・接木の活着率が約４割とのことですが、過去の平均的活着率は、どの程度なので  
しょうか。  
→接木については、令和 2 年度からの取組みのため、過去の実績が無く過去の 

活着率についてのデータがございません。今後の取組みでの結果をもとに 

引き続き経過の報告をさせていただきたいと思います。 

  ・植樹計画は、目標通り進んでいるようですが、造園業者の方からの無償提供され  
た３本等含め、梅林の植樹総本数は、何本になるのでしょうか。  
→梅香事業での植樹本数は 196 本（圃場からの苗の移植（99 本）を含みます。） 

となっております。令和 3 年度 11 月現在、梅香事業実施以前の既存木を含め、 

220 本の梅が御幸公園の梅林内にあります。 

  ・ウメの接木、植樹体験、小学生の子どもたちにとってみれば貴重な経験になり、  
   自分の成長とともに木の成長も楽しめたらこんなに良い事はないと思う。この経  

験は小学校に留めずに中学や高校にも依頼をかけていただきたい。  
→接木については、昨年度新型コロナの影響により実施できなかったため、 

今年度も市民公募を実施する予定です。その際に地域の学校へも参加依頼を 

させていただく予定です。今後も植樹や育成等の取組みを行う際には、幅広く 

お声かけさせていただきます。 

   
 議題（２）について御意見、御質問等を御記入ください。  
 
  ・来年度は、区切りの区制５０周年を迎えますので、多くのイベントの準備が出来  

たらと考えます。  
   
 

その他御意見、御質問等があれば御記入ください。  
 

  ・アンケート結果から、御幸公園に梅林がある等、広範囲に広報するとともにアク  
セスの充実が課題と考えます。  

  ・小学校、高校の地域行事への参加はあるが、中学生が少ないように思う。コロナ  
禍ではあるが本校（御幸中）は積極的に参加していきたいと思いますので、ぜひ  
お声かけ下さい。  

参考資料  


